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災害のリスクを上昇させるなどの可能性も考慮しておかなけれ
ばならない1.2》・
従来,勤労者において筋骨格系の自覚症状を認める者に対し
ては，労働環境の改善，特に身体に対する物理的な負荷の軽減
とその継続時間の短縮が必要とされてきたs》・実際，わが国の
I.緒 言
腰痛，背部痛，肩こりや首すじのはりなど一連の筋骨格系自
覚症状はj生活の質(QoL)を低下させるばかりではなく，
勤労者においては，このことに起因する作業効率の低下や労働
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多くの職域においては，事務処理のOA化や生産ライン･工作
概器の進歩などにより，以前に比べ身体に対する物理的な負荷
（いわゆる重労働）は軽減されている4》。しかし，各種の濁査
や推計によると，筋骨格系および結合組織の疾患を有する者の
筋骨格系症状を訴える者は年盈増加傾向を示しており8)~"9単
に物理的負荷の軽減のみでは，解決できない要因があるものと
推測される。
一九海外における最近の知見によると，筋骨格系症状を訴
える要因として，従来より指摘されている身体に対する過重な
物理的負荷だけでなく，日常の生活習慣，職業性のストレス,
心理的状態なども挙げられている｡》-"。しかし，日本で特に若
一中年成人勤労者を対象としたこの種の検肘はみられない。生
産年齢人口の中核である勤労者は，加齢に伴う身体的変形など
の影饗も少ないため,高齢者の筋骨格系症状の成因とは異なる
ことが考えられる。
そこでbこの研究では，過重な物理的負荷以外による一連の
筋骨格系自覚症状の要因を解明し，これらの予防．綬和や消失
を目的として，勤労者の自覚症状と日常の生活習慣，職業性ス
トレス，心理的状態などの関係を縫合的に検討した。
II.対象および方法
1．対象と方法
対象は石川県内に所在する某コンピュータ関連事業所の従業
員である。この事業所の従業員は，主として製品の直接的な生
産に携わる現業系職種の従業員と，システム開発やプログラム
開発，それ以外の事務的な作業に従事する事務系職種の従業員
に区別される。
今回，…8月に自己記入式の職業性ストレス詞査票．労
働態標等に関する調査と感情プロフィール検査を各部所へ配布
し，2週間の留め置き調査を行なった。さらに,同年1明の定
期健康診断で自覚症状と生活習慣等の状況に関するデータを得
た。この事梁所においては，毎年1明に年齢蝋未満の従菜員
を対象に定期健康診断が実施されており，受診率はほぼ1伽％
である。本研究では，これらの調査に参加した者を解析対象と
した。
調査対象者数は775名（男性鋤名，女性1闘名）で，職業性
ストレス等に関する調査と自覚症状に関する調査の両方に回答
した者は剛名（調査回収率囲.6％）であった。このうち，解
析可能であったのは484名（男性372名，女性112名)であった
（有効回答鞄.5％)。平均年齢は表1に示した。年齢範囲は，
鋤一蝋の若一中年成人である。
2．調査項目
本研究にあたっては，検討に必要なデータを以下のような方
法により収集した。
1）自覚症状と生活習慣等の状況に関するもの
…1明の定期健康診断時点での一般的な自覚症状を表し
た噸目について尋ねた。この中には「肩こりや首すじがはる」
｢背中や腰が痛む」肢れがとれない」「よく頭痛がする」「目が
疲れる」も含まれる。同時に，喫煙習憤，飲酒習慣，運動習慣，
睡眠習慣の生活習慣について尋ねた。
2）作業要因に関する飼査
加年8月の調査用紙配布時点における職種，1日の平均労
働時間について尋ねた。
3）職業性ストレス鯛査
米国国立職業安全保健研究所(NationalInstitutefOr
mupational&fetyandImlth:以下Mq班とする）が職
業性ストレスモデルに基づいて開発したN脳I職業性ストレ
ス調査票”の日本語版画の一部を用いた。主な質問項目として
は，［仕事のコントロー ル］［量的労働負荷］［労働負荷の変動］
[認知的要求］［社会的支援：上司］［社会的支援：同僚]［社会
的支援：家族・友人］［役割暖味さ］の8項目である。［仕事の
コントロール］は,仕事の自立住と意思決定への参加を表すも
[量的労働負荷］は，作業の趾的負担を表す。［労働負荷の変動］
は，作業負荷が変わり動くことを表す。［露知的要求］は，仕
事を判別する意識を表すも［社会的支援：上司］［社会的支援：
同僚］［社会的支援：家族・友人］は，周囲からのサポートを
表す。［役割暖味さ］は，与えられた仕事の認識を表す。それ
ぞれの得点が上がるほどb示した要素が強くなることを示す｡
4）感情プロフィール検査軸
気分（心理的状鰻）測定には，感情プロフィール質問紙
(ProfileofMoMStat":以下剛Sとする）の日本霊腰⑨
を用いた。この検査は気分を表す噸目の言葉が提示されてお
り，対象者は，各項目ごとに，その項目が表す気分になること
が「全くなかった」(0点）から「非常に多くあった」(4点）
までの5段階(O-4点)のいずれかひとつを選択する。これら
噸目中弱項目が畷彊一不安］脚うつ一落込み］［怒り一敵
意］［活気］［疲労］［混乱］の6感情尺度に分類されていて，
尺度ごとに合計得点を算出できる。
3．解析方法
自覚症状詞査で胴こりや首すじがはる」「背中や腰が痛む』
の症状を認めた者を筋骨格系［症状あり]，認めなかった者を
筋骨絡系［症状なし］の2群に分類した。職業性ストレス調査
項目や感摘プロフィール検査項目の得点を症状の有無による2
表1対象者の特性（性別・職種別）
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群間で比較した。比較は性別，職種別に行なった。筋骨格系症
状の有無と生活習償労働態操の関連を検討するために用いた
項目は，喫煙習慣の有紙飲酒習慣の有鶴運動習慣の有無，
熟眠感の有無，労働時間である。喫煙習慣の有無は「現在吸っ
ている」を［喫煙習慣あり］，『吸わない。禁煙した」を［喫
煙習慣なし］とした。飲酒頻度は，「ほぼ毎日飲む」を［飲酒
習慣あり］，「ほとんど飲まない。ときどき飲む」を［飲酒習
慣なし］とした。解析は，男女別現業系と事務系に分けて行なっ
た。
4．データ処理
平均値や割合の有意差検定は"Xg検定,t検定を用いた。
いずれの検定においても危険率5％未満をもって有意差ありと
した。多変量解析はロジスティックモデルを用いた。なお，統
計学的検定には，銃計パッケージHALBAUfOrWindows
胸鐵on5.班を用いた。
Ⅲ、結果
1．対象者の特性（表1）
対象者の性･職種別の年齢,BodyMasslnd"(BMI)"
よび生活習慣をみると，男性では事務系が現業系に比ぺて年齢
が高く，飲酒習慣を有する者の割合が高かった。女性では現業
系が事務系に比ぺ年齢が高く，喫煙習慣を有する者の割合も現
業系で高かった。
労働時間をみると，男性では事務系が現業系に比ぺ，1日当
たりの労働時間が加時間以上である者の割合が高かった｡職業
性ストレス調査では，女性では事務系が現業系に比ぺ，［望知
的要求］の得点が低く，［社会的支援：上司］の得点が高かっ
た｡男性では職種間に差はなかった。
性・職種別自覚症状および心理的状態をみると，男性では感
情プロフィー ル検査(mS)[怒り一敵意］の得点において，
現業系が事務系に比ぺ高かつた。しかし，男性のそれ以外の項
目や女性の全項目間に差は認められなかった。
2．筋骨桧系症状の有訴率（表2）
健康診断時における性・職種別・年齢層別筋骨格系症状の有
訴率を表2に示した。男性の有誘率は16.7％，女性の有詠率は
釦.4％であり，女性の方が男性に比べて有意に高かった。職種
別にみると，男性は現業系で14.7％，事務系では17.1％，女性
は現業系閲.7％，事務系釦.7％で，男女とも職種間で有意差は
なかった。事務系の職種で，女性が男性に比ぺ筋骨桧系症状を
有する割合が高かった。現業系では，差はなかった。また，年
齢層別にみると，男性は蝋未満で21.3％,､釦歳以上では15.5
％であった。女性は鋤歳未満で31.4％，釦歳以上では麹.5％で
あった。蝋以上の年齢層君女性が男性に比べて筋骨格症状
を有する割合が高かった。釦歳末溝では,差はなかった。
3．筋骨格系症状の有無と生活習慣・職業性ストレス・心理的
状態との関係
1）男性における職種別筋骨格系症状の有無と生活習慣，職業
性ストレス，他の自覚症状と心理的状態の関連（表3）
現業系では筋骨格系症状の有無と4つの生活習慣の保有率に
差は認められなかった。事務系では筋骨格系症状がある者の方
が，喫煙習慣を有する者の割合が闘.5％と高かった。しかし，
その他の項目において差は鹿められなかった。
また，職種別に筋骨格系症状の有無と職業性ストレス項目の
得点をみると，現業系においては症状の有無で，得点に差は鹿
められなかった｡事務系では,職業性ストレス調査の｢社会的
支援:家族･友人｣項目君症状あり群が症状なし群に比ぺて
高値を示した。しかし，それ以外の項目に差は認められなかっ
た。
筋骨格系症状の有無と他の自覚症状および心理的状感
表2対象者の筋骨棺系症状有所率（性別・戦種別・年齢別）????
表4職種別・筋骨格系症状の有無と生活習慣，労働態犠、他の自
覚症状と心理的状態（女性）
表3園種別・筋骨柊系症状の有鐙と生活習慣，労働態犠、他の自
党症状と心理的状愈（男性）
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4．筋骨桧系症状と職業性ストレス
職業性ストレスの測定には，これまでにも質問紙を用いた調
査が試みられてきたが，信煩性・妥当性の不明な尺度の使用や
既存尺度が個々の研究で異なるなど研究間の比較が困難であっ
た。しかし，原谷らが開発したNmI職業性ストレス調査票
日本版は，妥当性の検射が実施済みであり画，多犠な職種に使
用可能な一般的ストレッサーが評価できる調査票として近年，
産業衛生の分野にも広く活用されている。そこで，本研究にお
いても調査票を用いて職業性ストレスを評価した。
筋骨格系症状と職業性ストレス間には，事務系の男性におい
てはb筋骨格系症状あり群がなし群に比べ，家族・友人からの
社会的支援を多く受けていることを示唆する成綴が得られた。
筋骨格系症状を有していることが,結果として社会的支援を受
けることにつながっているのか，社会的支援を多く受けざるを
得ないような環境を呈しているのかは不明である。それ以外の
職業性ストレス項目から差は認められなかった。個々の項目が
単独で強く筋骨格系症状に関与しているとは考えにくい。職業
上のストレスは複雑な要因が重なり合っている場合も多いと考
えられるため，複数の要因による相互作用が何らかの影響を与
えている可能性も考慮しておかなければならないであろう。
5．筋骨縮系症状と生活習慣
従来，筋骨格系症状に関与する生活習慣としては，日常の運
動習慣の有無やその内容と程度が考えられる。この対象は本来
運動習慣が少ない集団であることが特徴としてあげられ，検討
した性･職種のいずれにおいても運動習慣の関連は認められな
かった。また,飲酒習慣や睡眠時間の影唇も窪められなかった。
一方で事務系の男性においてはソ筋骨格系症状を有する群ほ
ど喫煙習慣を有する者の割合が多く認められた。この傾向は海
外で行われた複数の先行研弼-劃の結果とも一致し，喫煙が
危険因子であることが示されている。生理学上の原因は明らか
ではないが，いくつかの仮説が提案されている。喫煙によって
引き起こされる咳が，腹腔内圧や椎間板内圧を高め物理的負荷
を与えることや，ニコチンが椎体血流と椎体内の代謝に影響す
ること，低所得層や教育のレベル等の心理社会的因子と生活習
慣が喫煙行動と関連することなどが示唆されている麺。結果か
ら，筋骨格系症状と喫煙習慣が相互に影唇していることは明ら
かであるため，特に若年者や喫煙習慣者に対する禁煙教育が結
果として，筋骨格系疾患の予防や治療にとっても，有効である
可龍性は否定できない。
6．本研究の限界と今後の課題
本研究に用いた感情プロフィール検査（…）と職業性ス
トレス調査および作業要因に関する調査は定期健康診断実施の
約2ヶ月前に実施されたものであり，定期健康診断時に行なっ
た自覚症状や生活習慣の調査と時間差が生じている。筋骨格系
症状の契機,運動の径歴女性における妊娠・出産の状況,作
業姿勢や作業環境等の労働態犠について詳細に把握できていな
い。また,胴こり」や「腰痛」等の筋骨格系症状の把握は，
健康診断時の問診によるもので，必ずしも漂準化された質問紙
での調査ではなかった。これらの点が今回の結果にどのように
影響を与えているかは不明であり，本研究の限界と考えられる。
今後の課題としては，今回のような集団を追跡することによっ
て経時的な変化を観察する必要があると思われる。また，より‐
有効な対策を立案するために，関連する環境整備を中心とした
介入研究を実施する必要があるものと考えられる。
V.結論
某コンピュータ関連事業所の鋤-40歳未満の従業員を対象に
筋骨格系症状の発症要因を生活習慣，労働態様，職業性ストレ
ス，心理的状態から総合的に検討した。対象集団で女性の筋骨
格系症状有訴率が男性に比べ高かった。男性の事務系で筋骨格
系症状がある者の方が喫煙習慣を有する割合が高かった。職業
性ストレス調査では，男性の事務系の「社会的支援：家族・友
人」でb症状がある者の得点が高かった。また．男性で筋骨格
系症状と心理的状態の[疲労］に関連が認められた。筋骨格系
疾患については,特に独立した強い危険因子が存在しているの
ではなく，多要因が背景にあるものと考えられた。過重な物理
的負荷の軽減に努めるとともに，日常の生活習慣のうちでも特
に喫煙者に対する禁煙対策，職業性のストレスや心理的状態の
安定化に対応するメンタルヘルスの分野についての環境を整え
るなど，縫合的な筋骨格系疾患対策を識ずる必要があるものと
考えられる。
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